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タイムアウトまでおよそ7199秒です。  印刷

 

タイトル「2010年度シラバス（学部）」、フォルダ「2010年度シラバス（学部）-専門科目-工学部-機械工学科-1年次シラバス掲載科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

科目名   □微積分学演習   

担当教員   梅野 高司     

対象学年   1年   クラス   [038]   

講義室   １６２１教室   開講学期   前期   

曜日・時限   金２   単位区分   選択   

授業形態     単位数   2  

準備事項     

備考     

講義概要/Class Outline 

微分積分学Iの講義に沿って、教科書の問題を一人一人に解いてもらう。指名された学生は次の時間には必ず解いてくるように努

力してもらいたい。 
 
（達成目標） 
 
･ 数と式の計算に習熟すること 
･ 関数の考え方を初等関数とそのグラフを通して習得すること。 
･ 微分法を初等関数の微分の計算を数多くこなして会得すること   

講義計画/Class Structure 

回 内容

1
関数１ 
関数、合成関数と逆関数

2
関数２ 
指数関数

3
関数３ 
対数関数

4

関数４ 
三角関数(1) 
角と弧度法、三角関数の定義と値

5

関数５ 
三角関数(２) 
加法定理と三角関数の合成

6
関数６ 
三角関数(３) 
三角関数のグラフ、逆三角関数

7
微分法１ 
関数の極限、関数の連続性、片側極限

8
微分法２ 
微分係数と導関数 

9

微分法３ 
導関数の計算(1) 
基本公式、三角関数、指数関数、対数関数の導関数

10

微分法４ 
導関数の計算(２) 
対数微分法、逆三角関数の導関数、媒介変数表示された関数の導関数

11

微分法５ 
高次導関数 
微分法の応用(１) 
接線、法線の方程式、連続関数の性質

12
微分法６ 
微分法の応用(２) 
ロルの定理、平均値の定理、不定形の極限値、テーラーの定理
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13

微分法７ 
微分法の応用(３) 
関数の増減と極値、関数のグラフの凹凸、変曲点

14

微分法８ 
微分法の応用(４) 
関数のグラフの描き方

学習・教育目標/Class Target (D)機械工学に関連する数学と物理の基礎を理解し応用できる能力を身につける   

評価基準/GradingCriteria 評点（100点満点）のうち60点以上を合格、60〜69点を可(C)、70〜79点を良(B)、80〜89点を優(A)、90〜100点を秀(S)。   

評価方法/Grading Method 小テスト（40％）･定期試験（40％）・黒板で解いた回数(20％)で評価する。   

受講上の注意/Class Rules 
板書されたことは全てノートに記述して、計算例は自分で実際に計算して確かめること。小テストの採点結果は受け取り次第、基

礎教育サポートセンター等で間違った箇所の正答をノートにまとめること。   

受講制限/Prerequisit   

関連する科目/Related Class 微積分学I、基礎数学、微積分学II   

教科書/Text 

著者名 濱田英隆他６名  

著書名 入門微分積分学  

出版社名 東京教学社  

ISBNコード ISBN978-4-8082-1029-8  

指定図書/Assigned Books 

著者名 S.ラング  

著書名 解析入門  

出版社名 岩波書店  

ISBNコード ISBN978-4-0000-5168-2  

参考文献/Bibliography   

  

Copyright (c) 2008 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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